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生活習慣病予防機能性成分に特化したキメラかんきつ産地の定着化 
 
１ 中核機関・研究総括者 

全国農業協同組合連合会愛媛県本部 脇塚 巧 
 
２ 研究期間 

2006～2010 年度（5 年間） 
 
３ 研究目的 

かんきつ産地では、キメラ新品種の新規導入において、高品質安定

生産技術、機能性付加価値向上技術が求められている。 

このため、高品質キメラ品種に対応した、早期成園化技術、高品質

果実生産技術、機能性富化栽培技術を開発する。 
 
４ 研究内容及び実施体制 

① キメラ新品種に対応した高品質安定生産技術の確立および形質安

定に関する研究（全国農業協同組合連合会愛媛県本部、愛媛大学） 

キメラ新品種に最適の生産管理技術を開発する。 

キメラ特性発現に関する分子基盤を解明する。 

② キメラ新品種の樹体特性に対応した早期成園化技術の確立（愛媛

県立果樹試験場） 

キメラ新品種に対応した早期成園化法を開発する。 

③ キメラ新品種の特性である生活習慣病予防機能性成分を富化する

栽培技術の確立（愛媛県立果樹試験場） 

ストレス付与により、キメラ品種の成分富化栽培技術を開発する。 

④ 生活習慣病予防機能性成分にかかる栽培ステージに対応した品質

管理技術の確立（愛媛県工業技術センター、（株）えひめ飲料） 

キメラ果実の発育成熟段階の成分特性を解明する。 

⑤ 流通加工適性に対応する品質評価技術の確立（愛媛県工業技術セ

ンター、（株）えひめ飲料） 

収穫果実の成分特性解析による品質評価技術を開発する。 
 

    全農愛媛県本部はコーデイネート機関として、研究素材の最適な

管理・供給を行い、各機関間の連携強化と効率的研究を促進する。 
 
５ 目標とする成果 

機能性成分の発現解析および最適栽培管理技術の開発により、高付

加価値キメラかんきつ果実の実用生産技術が確立される。 

これにより、機能性高付加価値新品種キメラかんきつの産地が形

成・定着し、かんきつ生産地域の新たな活性化が期待される。 



生活習慣病予防機能性成分に特化したキメラかんきつ産地の定着化

キメラ固有の合成果実対応の
産地定着技術の確立

課題は・・・
新規合成周縁キメラかんきつ

供試キメラ品種
期待される成分
ポリメトキシフラボン
（ノビレチン・タンジェレチン）

カロテノイド
（β-クリプトキサンチン）

ポリフェノール（アントシアニン）

キメラ品種評価
果実品質・結果性・生産性

苗木安定供給システム
の確立

周年穂木増殖・優良苗木管理

キメラ形質安定発現に
関する研究

形質発現シグナル伝達

早期成園化技術の確立
接ぎ木法・整枝管理法

機能性強化栽培技術の確立
着果ストレス処理

水ストレス処理、etc.

キメラ機能性成分品質評価
ポリメトキシフラボン
カロテノイド、etc.

達成目標
高品質キメラかんきつ果実の生産技術

ポリメトキシフラボン ノビレチン 0.3mg/100g
タンジェレチン 0.1mg/100g

カロテノイド β-クリプトキサンチン 1mg/100g

実
証
栽
培
試
験

期待される波及効果

消費者ニーズに対応した
健康志向高品質かんきつ産地の形成

新品種更新

地域再生計画との連携
「健康志向高品質かんきつ産地形成計画」

機能性成分強化果実の生産へ

キメラ元品種
機能性成分で注目されるかんきつ

シークワシャー
ポンカン、ウンシュウ
ブラッドオレンジ、等

研究内容
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